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(1) 

032  rqp より 32 rqp   両辺を 2乗すると 

 222 3622 rqrqp   222 3262 rqpqr   

ここで、 0qr のとき、
qr
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222 
 となるが、右辺は有理数、左辺は無理数であるから不適。 

したがって、 0qr であり、 032 222  rqp である。 

0q とすると 03  rp  

0r のとき、
r

p
3 となるが、右辺は有理数、左辺は無理数であるから不適。 

したがって、 0r であり、 0p である。 

0r とすると 02  qp  

0q のとき、
q

p
2 となるが、右辺は有理数、左辺は無理数であるから不適。 

したがって、 0q であり、 0p である。 

 

いずれにしても 0 rqp であり、 032 222  rqp も成立する。 

以上により示された。(証明終) 

 

(2) 

 baf 1)1(  2)2(3)21(223)21( ababaf   33)3( abf   

 

)3(),21(),1( fff  はいずれも有理数であると仮定すると、 

2)2(2)1()21( aff  は有理数であり、 2)2( a は有理数である。 

)13(232)1()3(  aaaff は有理数であり、 )13( a は有理数である。 

 

vu, を有理数として、 )13(,2)2(  avau とする。 aを消去すると 
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vu )13(42   0324  vuv  ──① 

(1)より、①を満たすには 04  vuv である必要があるが、 0v かつ 4v となり、矛盾する。 

 

したがって、 )3(),21(),1( fff  はいずれも有理数であるという仮定は誤りであり、 

)3(),21(),1( fff  のいずれかは無理数である。(証明終) 


